
れ ま し た 。 茨 城 県 の 圏 央 道整 備 を 中 心 に 、 県 南 部 の国 道 整 備 を 担 う 事 務 所 です 。  「 さ あ 、 こ れ で 圏 央 道が 急 ピ ッ チ で 進 む だ ろ う 」と 、  我 々 は 大 歓 迎 し ま し た 。諸 々 の 調 査 ・ 測 量 ・ 用 地 買収 を 進 め 、 平 成

1 2年 に は 工

事 着 手 し 、 平 成

1 5年 に は 県

内 で 初 め て 常 磐 道 つ く ば ＪＣ Ｔ か ら 国 道 ６ 号 つ く ば 牛久 Ｉ Ｃ 間 を 開 通 さ せ た の です 。　
県 で も 、 イ ン タ ー ア ク セ

ス 道 路 を 急 ピ ッ チ で 進 め まし た 。 竜 ケ 崎 工 事 事 務 所 管内 で は 主 要 地 方 道 土 浦 竜 ケ崎 線 バ イ パ ス 、 竜 ヶ 崎 阿 見線 バ イ パ ス な ど 、 土 浦 土 木事 務 所 管 内 で は 国 道 ６ 号 牛久 土 浦 バ イ パ ス  （ 直 轄 事 業 、県 で は 用 地 協 力 ） な ど 、 常総 工 事 事 務 所 管 内 で は 国 道２ ９ ４ 号 バ イ パ ス の ４ 車 線化 、 境 工 事 事 務 所 管 内 で は国 道 ３ ５ ４ 号 境 岩 井 バ イ パス 、 古 河 境 バ イ パ ス な ど です 。　
圏 央 道 は 国 と 道 路 公 団 の

合 併 施 工 で あ り 、 当 然 県 が負 担 す る 直 轄 負 担 金 も 毎 年相 当 の 額 だ っ た の で 、 予 算確 保 に 苦 慮 し た の を よ く 覚

え て お り ま す 。　
し か し 、 嬉 し い 思 い 出 も

た く さ ん あ り ま す 。　
ま ず 、  私 が 土 木 部 長 の 時 、

阿 見 吉 原 土 地 区 画 整 理 地 内で 『 阿 見 プ レ ミ ア ム ア ウ トレ ッ ト 』 に 立 地 い た だ け たこ と で す 。  こ れ は 、  イ ン タ ーか ら ア ウ ト レ ッ ト に 直 接 乗り 入 れ で き る ダ イ レ ク ト アク セ ス が 条 件 で し た 。 こ れを う ま く 処 理 で き 、 こ の 一件 を 好 機 に 区 画 整 理 が う まく 回 転 し は じ め た の で 、 非常 に 嬉 し く 感 じ ま し た 。　
ま た 、 常 総 市 が 進 め た 農

振 農 用 地 の ど 真 ん 中 の イ ンタ ー 開 発 も 嬉 し か っ た こ との 一 つ で す 。 非 常 に 難 し い

　
私 の 仕 事 の 中 で 、 か な り

大 き い 部 分 を 占 め た も の が首 都 圏 中 央 連 絡 自 動 車 道（ 圏 央 道 ） 沿 線 整 備 で す 。関 連 道 路 整 備 と 拠 点 開 発 の両 方 に 携 わ ら せ て い た だ きま し た 。　
県 内 の 圏 央 道 イ ン タ ー

チ ェ ン ジ は 、 埼 玉 県 か ら 千葉 県 に 向 か っ て 、  五 霞 Ｉ Ｃ 、境 古 河 Ｉ Ｃ 、 坂 東 Ｉ Ｃ 、 常総 Ｉ Ｃ 、 つ く ば 中 央 Ｉ Ｃ 、つ く ば 牛 久 Ｉ Ｃ 、 牛 久 阿 見

Ｉ Ｃ 、 阿 見 東 Ｉ Ｃ 、 稲 敷 ＩＣ 、 稲 敷 東 Ｉ Ｃ の

1 0か 所 で

す 。 こ の う ち 常 総 Ｉ Ｃ と つく ば 中 央 Ｉ Ｃ 、 つ く ば 牛 久Ｉ Ｃ を 除 く ７ つ の Ｉ Ｃ 周 辺で 展 開 す る 事 業 に 取 り 組 みま し た の で 、 そ の 中 か ら 主な も の に つ い て 触 れ さ せ てい た だ き ま す 。　
ま ず は 五 霞 Ｉ Ｃ 周 辺 の 道

の 駅 ご か に つ い て で す 。 私は 平 成

1 2～

1 4年 度 ま で 道 路

建 設 課 道 路 企 画 担 当 で 、 国

交 省 直 轄 事 業 と の 調 整 業 務な ど を 担 当 し て お り ま した 。 木 村 秀 雄 課 長 （ 当 時 ）  、後 藤 和 正 技 佐 （ 当 時 ） か ら五 霞 町 を 支 援 す る よ う 指 示が あ り 、 道 の 駅 の 立 ち 上 げを サ ポ ー ト し た の で す 。　
当 時 の 五 霞 町 の 故 ・ 大 谷

隆 照 町 長 の ほ か 、 事 業 化 に熱 意 を 持 っ て 取 り 組 む ２ 人の 町 職 員 が い て 、 こ の ３ 人と と も に 事 業 化 に 向 け た 要望 協 議 を 行 い 、 平 成

1 7年 ４

月 に 開 業 す る こ と が で き まし た 。 こ の 日 、 大 谷 町 長 が満 足 げ に 空 を 見 上 げ て い たの を よ く 覚 え て い ま す 。　
続 い て 境 古 河 Ｉ Ｃ と 坂 東

　
圏 央 道 （ 首 都 圏 中 央 連 絡

自 動 車 道 ） は 、 都 心 か ら 半径

4 0～

6 0㎞ の 位 置 に 計 画 さ

れ た 、 延 長 約 ３ ０ ０ ㎞ の 環状 の 高 規 格 幹 線 道 路 で す 。横 浜 、  厚 木 、  八 王 子 、  川 越 、つ く ば 、 成 田 、 木 更 津 な どの 都 市 を 連 絡 し 、 東 京 湾 アク ア ラ イ ン と も 一 体 と な って 、 首 都 圏 の 広 域 的 な 幹 線道 路 網 を 形 成 し て い る の です 。　
こ の 圏 央 道 計 画 は 、 １ ９

こ ま め に 実 施 さ れ 、 い ろ いろ な 質 問 に 丁 寧 に 答 え 、 理解 を 得 な が ら 進 め ら れ ま した 。 も ち ろ ん 私 も 、 ほ と んど 同 席 し て お り ま し た 。 希少 な 鳥 で あ る 「 ヒ シ ク イ 」や  「 オ オ タ カ 」  の 扱 い に は 、大 い に 悩 ま さ れ ま し た 。　
都 市 計 画 決 定 が で き た の

は 、 東 側 が 平 成 ６ 年 ４ 月 、西 側 が 平 成 ７ 年 ３ 月 で した 。 こ の 時 、 私 は 高 速 道 路対 策 室 室 長 補 佐 に な っ て いま し た 。　
ち ょ う ど 、 こ の 平 成 ６ 年

に は 、 国 土 交 通 省 の 常 総 国道 事 務 所 が 土 浦 市 に 設 置 さ

約

2 9㎞ 、 埼 玉 県 境 ま で の 西

側 が 約

4 2㎞ と な っ て お り ま

す 。　
待 ち 望 ん で い た 基 本 計 画

が 出 た の は 、 東 側 が 平 成 元年 、  西 側 が 平 成 ２ 年 で し た 。い よ い よ 都 市 計 画 決 定 の 手続 き に 入 れ る の で す 。　
私 は 平 成 ２ 年 か ら 都 市 計

画 課 に 在 籍 し 、 こ の 都 市 計画 決 定 に 関 わ っ て お り ま した 。 こ の 頃 、 国 か ら 示 さ れた 東 側 の イ ン タ ー チ ェ ン ジの 数 は ３ 箇 所 で し た が 、 県が 用 地 協 力 や 需要 創 出 を 積 極 的に 行 う こ と な どを 条 件 に 、 ５ 箇所 に 増 や す こ とを 認 め て い た だき ま し た 。 こ れを 機 に 、 阿 見 東イ ン タ ー を 中 心と す る 約 １ ６ １

 

h aの 阿 見 吉 原

土 地 区 画 整 理 事業 が 進 め ら れ たの で す 。　
い よ い よ 都 市

計 画 決 定 の た めの 地 元 説 明 会 が開 催 さ れ ま した 。 集 落 ご と に

し た 。　
阿 見 東 Ｉ Ｃ は 、 私 に と っ

て 縁 の あ る と こ ろ で す 。 接続 す る 主 要 地 方 道 竜 ヶ 崎 阿見 線 バ イ パ ス は 、 ま ず 平 成４ ～ ７ 年 度 ま で 、 竜 ケ 崎 工事 事 務 所 が ま だ 竜 ヶ 崎 土 木事 務 所 だ っ た 時 代 に 先 輩 から 引 き 継 い だ 事 業 で し た 。

月 に ５ 万 人 を 突 破 し ま した 。 当 事 業 が そ の 一 端 を 担え た の で は な い か と 思 い ます 。 早 い 段 階 か ら 住 民 や 権利 者 と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョン を 重 視 し て き た た め 、 現在 で も 地 元 権 利 者 な ど と 交流 が あ り 、 こ の つ な が り は私 の 大 切 な 財 産 に な っ て おり ま す 。　
ア ク セ ス 道 路 整 備 で す

が 、 令 和 ５ 年 度 は 土 地 区 画整 理 事 業 区 域 か ら 南 側 外 側区 間 と 、 そ の 延 伸 区 間 で ある 主 要 地 方 道 美 浦 栄 線 バ イパ ス 事 業 を 展 開 し ま し た 。特 に 、 用 地 取 得 で お 世 話 にな っ た 龍 ヶ 崎 市 と 牛 久 市 の職 員 の 皆 様 は 心 強 い 存 在 でし た 。　
稲 敷 Ｉ Ｃ 関 連 で は 、 主 要

地 方 道 江 戸 崎 新 利 根 線 と 国道 １ ２ ５ 号 大 谷 バ イ パ ス の未 供 用 区 間 に つ い て 、 稲 敷東 Ｉ Ｃ 関 連 は 、 一 般 県 道 江戸 崎 下 総 線 、 国 道 １ ２ ５ 号桜 川 バ イ パ ス 、 主 要 地 方 道竜 ケ 崎 潮 来 線 バ イ パ ス に つい て 、 用 地 取 得 で そ れ ぞ れ難 し い 課 題 が あ る こ と から 、 担 当 職 員 と 早 期 に 解 決で き る 手 法 を 模 索 し ま した 。　
実 は 平 成

1 5～

1 9年 度 ま で

は 都 市 計 画 課 で 土 地 利 用 計画 担 当 の 係 長 を 務 め て い まし た が 、 こ の 時 つ く ば 牛 久Ｉ Ｃ 周 辺 で の 開 発 構 想 に つい て 地 元 か ら 相 談 を 受 け てい ま し た 。 ま た 、 令 和 元 年度 か ら ２ 年 度 ま で は 都 市 整備 課 市 街 地 整 備 室 長 を 務 めて お り 、 常 総 Ｉ Ｃ 周 辺 で 施行 さ れ て い た 常 総 イ ン タ ーチ ェ ン ジ 周 辺 土 地 区 画 整 理事 業 を 事 業 認 可 権 者 の 立 場で 進 め た ほ か 、 つ く ば 中 央Ｉ Ｃ 周 辺 の つ く ば 中 央 イ ンタ ー 北 地 区 に つ い て も 、 つく ば 市 な ど か ら 事 業 化 に 向け て 相 談 に の っ て お り ま した 。　
こ う し た 間 接 的 な 取 り 組

み も 含 め る と 、 県 内 す べ ての 圏 央 道 Ｉ Ｃ 周 辺 で の 業 務に 何 ら か の 形 で 携 わ っ た こと に な り ま す 。　
今 後 も 圏 央 道 沿 線 は 発 展

の 可 能 性 が 高 く 、 多 種 多 様な 展 開 が 進 む と 考 え ら れ ます 。 私 は 、 安 心 安 全 で 活 力が あ り 、 賑 わ い と 潤 い の ある 地 域 ・ ま ち づ く り を 少 しで も 前 に 進 め ら れ れ ば と いう 想 い で 業 務 に 取 り 組 ん でき ま し た 。 今 後 を 担 う 皆 様に は 、 思 い き り 自 分 の 能 力を 発 揮 さ れ 、 地 域 づ く り やま ち づ く り を 進 め て い た だく こ と を ご 祈 念 申 し 上 げ ます 。

 

（ 島 津 就 子 ）

で 、 ３ 日 に 一 度 く ら い の 間隔 で 新 し い 代 替 地 を 提 案 する た め 相 手 宅 へ 赴 き 、 最 後に は 根 負 け さ せ て 契 約 さ せて し ま っ た こ と で す 。 お かげ さ ま で 両 路 線 と も 、 近 いう ち に 供 用 で き る の で は ない か と 思 い ま す 。 国 道 ３ ５４ 号 古 河 境 バ イ パ ス に つ いて は 、 先 の ２ 路 線 に 比 べ て新 規 事 業 化 が 遅 か っ た の です が 、 用 地 交 渉 も 工 事 も これ か ら 本 格 化 し て い く でし ょ う 。　
そ の 後 、 令 和 ５ 年 度 に 竜

ケ 崎 工 事 事 務 所 に 異 動 と なり 、 圏 央 道 沿 線 整 備 推 進 監兼 所 長 と し て 、 牛 久 阿 見 ＩＣ 、  阿 見 東 Ｉ Ｃ 、  稲 敷 Ｉ Ｃ 、稲 敷 東 Ｉ Ｃ な ど に 接 続 す るバ イ パ ス 等 を 担 当 す る こ とに な り ま し た 。　
牛 久 阿 見 Ｉ Ｃ は 、 主 要 地

方 道 土 浦 竜 ケ 崎 線 バ イ パ スと 主 要 地 方 道 土 浦 稲 敷 線 バイ パ ス で 構 成 さ れ る 通 称
「 Ｌ 型 」 区 間 と 呼 ぶ 同 Ｉ Ｃ

か ら 、 ひ た ち 野 う し く 地 区ま で 繋 が る 区 間 を 優 先 的 に供 用 で き る よ う 取 り 組 み ま

こ の と き 事 業 が 進 め ら れ てい た の は 国 道 １ ２ ５ 号 現 道か ら 国 道 １ ２ ５ 号 バ イ パ スま で の 区 間 で 、 隣 接 し て 日本 新 都 市 開 発 ㈱ が 開 発 を 進め る 南 平 台 地 区 に 係 る 住 宅宅 地 関 連 公 共 施 設 等 総 合 整備 事 業 と し て 、 他 の 圏 央 道ア ク セ ス 道 路 に 先 行 し 事 業化 、 用 地 取 得 し 工 事 に 着 手し ま し た 。　
そ の 後 、 Ｉ Ｃ 周 辺 で 県 が

進 め る 阿 見 吉 原 土 地 区 画 整理 事 業 に つ い て は ２ 回 携 わり ま し た 。 １ 回 目 は 平 成 ８～ ９ 年 度 で 、 県 南 都 市 建 設事 務 所 調 査 課 に 主 任 と し て勤 務 し 、 基 本 計 画 の 策 定 とと も に 、 県 も 地 主 と な る べく 用 地 先 行 取 得 を 行 い ま した 。 ２ 回 目 は 平 成
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2 4年

度 ま で で 、 こ の 時 は 事 業 が竜 ケ 崎 工 事 事 務 所 阿 見 吉 原地 区 整 備 課 に 移 っ て お り 、係 長 、 主 査 、 課 長 と し て 東工 区 事 業 を 推 進 す る と と もに 、 プ レ ミ ア ム ア ウ ト レ ット の 誘 致 と 西 南 工 区 の 新 規事 業 化 を 担 当 し 、 併 せ て竜 ヶ 崎 阿 見 線 バ イ パ ス の 地区 内 整 備 に も 取 り 組 み ま した 。　
ア ウ ト レ ッ ト モ ー ル の 誘

致 は 、 本 庁 都 市 整 備 課 が 交渉 の 窓 口 と な り 、 我 々 事 務所 サ イ ド で は 相 手 か ら の 進出 条 件 を 実 行 可 能 な 計 画 に落 と し 込 む 作 業 を し ま した 。 こ の と き 渡 邊 一 夫 土 木部 長 （ 当 時 ） に 、 阿 見 東 ＩＣ か ら ア ウ ト レ ッ ト モ ー ルに 直 結 す る ダ イ レ ク ト ア クセ ス の 整 備 に つ い て 了 解 をい た だ け た こ と で 、 誘 致 が一 気 に 進 み ま し た 。　
土 地 区 画 整 理 事 業 は 令 和

３ 年 度 末 に 終 了 し ま し た 。現 在 、 地 区 内 に 約 １ ０ ０ ０人 が 住 む よ う に な り 、 阿 見町 の 常 住 人 口 が 令 和 ５ 年

1 1

茨 城  の  公  共 ・  公 益 事  業茨 城  の  公  共 ・  公 益 事  業

〜 歴 史 を た ど り 、  後 世 に 残 す 〜〜 歴 史 を た ど り 、  後 世 に 残 す 〜

県 土 木 部 総 括 技 監  ・  部 長 編 ⑩

い ば ら き の 公 共 事 業 を 紐 解 く

野 島

　
泰 久 （ の じ ま

　
や す ひ さ ）

１ ９ ６ ４ 年 ２ 月 ２ 日 生 ま れ 。

6 0歳 。

8 7年 に 入 庁

し て 、 下 水 道 課 に 配 属 と な っ た 。 そ の 後 、 近 年は 都 市 局 都 市 整 備 課 市 街 地 整 備 室 長 、 境 工 事 事務 所 長 な ど を 務 め 、 ２ ０ ２ ４ 年 ３ 月 に 圏 央 道 整備 推 進 監 兼 竜 ケ 崎 工 事 事 務 所 長 で 定 年 を 迎 え た 。

沿 線 地 域 の ま ち づ く り を 加 速

農 振 農 用 地 に Ｉ Ｃ 開 発

Ｉ Ｃ 関 連 に つ い て で す 。 令和 ３ ～ ４ 年 度 、 私 は 境 工 事事 務 所 に 所 長 と し て 勤 務し 、 境 古 河 Ｉ Ｃ へ の ア ク セス 道 路 で あ る 国 道 ３ ５ ４ 号境 岩 井 バ イ パ ス と 国 道 ３ ５４ 号 古 河 境 バ イ パ ス の ２ 路線 、 坂 東 Ｉ Ｃ へ の ア ク セ ス道 路 で あ る 主 要 地 方 道 結 城坂 東 線 バ イ パ ス を 担 当 し まし た 。　
国 道 ３ ５ ４ 号 境 岩 井 バ イ

パ ス と 主 要 地 方 道 結 城 坂 東線 に は 、 本 線 供 用 の た め にま と め な け れ ば な ら な い 難航 地 権 者 が い て 、 そ の 解 決に 力 を 注 ぎ ま し た 。 驚 い たの は 、 仕 事 も 遊 び も 上 手 な若 い 用 地 職 員 が 、 代 替 地 を求 め る 難 航 地 権 者 が 納 得 する 代 替 地 に た ど り 着 く ま

茨 城 県 の 魅 力 を 大 幅 に 向 上 さ せ た 圏 央 道

元 県 土 木 部 長
元 圏 央 道 整 備 推 進 監 兼
竜 ケ 崎 工 事 事 務 所 長

渡 邊 一 夫 氏 野 島 泰 久 氏×

６ ３ 年 （ 昭 和

3 8年 ） に ま と

め ら れ た 「 都 市 間 高 速 道 路整 備 構 想 」 が 原 形 と 聞 い てお り ま す 。 茨 城 県 内 の 延 長は 約

7 1㎞ で 、 常 磐 自 動 車 道

か ら 千 葉 県 境 ま で の 東 側 が

ダ イ レ ク ト ア ク セ ス 条 件 に 企 業 誘 致

　
圏 央 道 に よ り 、 茨 城 県 の 魅 力 と 利 便 性 は 大 幅 に 向

上 し た と 思 い ま す 。 県 内 は す で に 全 区 間 ２ 車 線 で 供用 さ れ て お り 、 現 在 ４ 車 線 化 が 急 ピ ッ チ で 進 め ら れて お り ま す 。  ア ク セ ス 道 路 も 着 々 と 整 備 さ れ て お り 、各 地 で 企 業 誘 致 が 活 発 に 行 わ れ て い る の で す 。 今 回は 、 こ の 圏 央 道 の お 話 を さ せ て も ら い ま す 。 

（
弊 社 Ｈ Ｐ ト ピ ッ ク ス に 掲 載

）

と 思 っ て お り ま し た が 、 常総 市 を は じ め 関 係 者 の 皆 様の 長 い 努 力 に よ り 、 農 水 省の ご 協 力 も 得 ら れ 、 鬼 怒 川決 壊 に も め げ ず 、 今 で は 立派 な ま ち づ く り が で き ま した 。　
圏 央 道 は 、 平 成

2 9年 ２ 月

2 6日 に 境 古 河 Ｉ Ｃ ～ つ く ば
中 央 Ｉ Ｃ 間 が 開 通 し 、 県 内が 暫 定 ２ 車 線 で 全 線 開 通 とな り ま し た 。 そ し て 現 在 、令 和 ７ ～ ８ 年 度 の 全 線 開 通を 目 指 し て 、 ４ 車 線 化 整 備が 進 め ら れ て い る の で す 。　

圏 央 道 整 備 の お か げ で 、
茨 城 県 の 魅 力 は 大 幅 に 向 上し て い る の だ な と 、 し み じみ 思 っ て お り ま す 。

県 内 の 建 設 情 報 を キ メ 細 か く 網 羅

「 電 子 版 」 と 「 W e b 版 」 を 無 料 サ ー ビ ス

購 読 料 　 月 額 　5 , 5 0 0 円 （ 税 別 ）

　 茨 城 県 内 の 建 設 関 連 情 報 を 網 羅 。 企 業 利 益 に つ な が る 発 注 ・ 計 画 記 事 、 民
間 情 報 を は じ め 、 　 国 ・ 茨 城 県 ・ 自 治 体 等 の 予 算 、 人 事 、 工 事 や 委 託 ・ 役 務 等 の
入 落 札 情 報 、 企 業 ・ 団 体 の 事 業 活 動 、 新 技 術 ・ 新 開 発 情 報 な ど キ メ 細 か な 生 き
た 最 新 情 報 を 提 供 。 さ ら に 歴 史 的 な 建 造 物 の 発 掘 や 建 設 業 に 関 わ っ た 偉 人
の 紹 介 。 建 設 医 療 の 解 説 な ど ソ フ ト 的 な 記 事 も 紹 介 。 こ れ ま で の 業 界 紙 と は
ス タ イ ル や ス タ ン ス が 異 な る 建 設 業 に 特 化 し た 建 設 総 合 紙 を 発 行 。 企 業 様
の 営 業 活 動 の 情 報 収 集 を 担 う 必 読 紙 で す 。

■ 情 報 量 が 豊 富
■ 活 字 を 大 き く 、 読 み や す さ を 追 求
■ 1 面 と 最 終 面 が 基 本 カ ラ ー
■ 事 業 予 算 や 工 事 ニ ュ ー ス 以 外 に
　 天 気 予 報 や 交 通 取 締 情 報 も 掲 載

建 設 新 聞建 設 新 聞

朝  刊朝  刊

公 共 も 民 間 も 情 報 量 が 豊 富 ！

カ ラ ー な の で 、 読 み や す さ が 定 評 ！ 県 内 業 界 紙 で は 最 安 値

▲ 境 古 河 Ｉ Ｃ の ア ク セ ス 道 路 で あ る 境 岩 井 バ イ パ ス

▲ 坂 東 Ｉ Ｃ の ア ク セ ス 道 路 で あ る 結 城 坂 東 線 バ イ パ ス

▲ 主 要 地 方 道 竜 ヶ 崎 阿 見線 バ イ パ ス

新 聞 購 読 料 　 　 月 額  5, 9 4 0  円 （ 税 込 ）

電 子 版 購 読 料 　 月 額  4, 4 0 0  円 （ 税 込 ）

発 行 所 ：� 茨 城 県 水 戸 市 笠 原 町 1 5 2 3 - 3 �

桂 ビ ル 2 階
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人 と 環 境 の 未 来 を 創 造 す る


